
平
成
15
年
度
の
国
家
予
算

へ
の
要
望
を
ま
と
め
、
７
月

11
日
に
各
省
へ
の
要
望
活
動

を
行
い
ま
す
。

今
回
は
次
の
27
項
目
を
要

望
し
ま
す
。

要
望
項
目

道
路
整
備
の
推
進
、
高
速

自
動
車
国
道
の
事
業
推
進
、

新
潟
都
市
圏
幹
線
道
路
網
の

整
備
支
援
、
地
域
高
規
格
道

路
の
整
備
推
進
と
計
画
推

進
、
道
路
等
の
整
備
、
街
路

事
業
の
促
進
、
住
宅
宅
地
関
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地域保健福祉センター

市役所・保健所�228-1000（代表）
市立急患診療センター…228－2822
県歯科医師会休日歯科診療センター…283－3030
水　　　道　　　局…266－9311
園 芸 セ ン タ ー…286－1034
災害時の問い合わせ…226－5656

北

中

東

石山

259‐7332

273‐9932

243‐5312

286‐4450

南

中央

坂井輪

西

黒埼

285‐2373

266‐5172

260‐3255

262‐3405

377‐2110

市ホームページ（携帯電話は末尾に/iを付ける）
http://www.city.niigata.niigata.jp

市の人口 〈6月末現在〉

人　口　517,394人 （＋42）

男　　250,351人 （－4）

女　　267,043人 （＋46）

世帯数　201,148 （＋144）

住民基本台帳による。（ ）は前月比

知って役立つ旅行英会話＆マナー
日時 ７月28日午後１時～２時半
会場 万代市民会館
対象 市内在住・在勤の35歳以下の人
先着30人　
申し込み 市青年の家（会場内�246-77
11）へ

市男女共同参画審議会の傍聴者募集
日時 ７月19日午前10時～正午
会場 市役所第１分館101会議室
内容 今後の女性センターのあり方につ
いて、ほか　定員 10人
申し込み ７月12日（消印有効）までに
往復はがきに住所、氏名、電話番号を記
入し、〒951-8550男女共同参画課（�内
線2092）へ　※応募多数の場合抽選

中高年齢者就職支援事業 パソコン講習
日時 ８月１日～９月30日毎週月・
水・木曜午前９時～正午
会場 新潟地域職業訓練センター
内容 パソコンの基本操作
対象 45歳～64歳で求職中の人20人
申し込み ７月17日（消印有効）まで
に地区事務所などにある所定の申込書を、
〒951-8550産業企画課勤労福祉室（�
内線2534）へ　※応募多数の場合抽選

佐潟月例自然観察会 佐潟自然散歩
日時 ７月13・27日午前10時～11時半
集合場所 佐潟水鳥・湿地センター
申し込み 当日直接集合場所へ
問い合わせ 集合場所（�264-3050）へ
※雨天中止

内野霊苑　利用者を再募集

申込資格 市内在住者で、利用墓域確定
後６カ月以内に永代使用料を納入し、将
来にわたって墓域を管理できる人（焼骨
の有無は問いません）
申し込み ７月17日（消印有効）まで
に、往復はがきに「内野霊苑利用希望」
と明記して、希望墓域面積、住所、氏名、
電話番号を記入し、〒951-8550保健福
祉総務課（�内線2604）へ　※申し込
みは１世帯１通。応募多数の場合抽選

女性労働問題相談室
日時 毎週土曜（祝日を除く）午後２時
～４時　会場 市女性センター・アルザ
相談内容 労働条件、公的保険、ほか
申し込み 会場（�245-0545）へ
※予約制

連
公
共
施
設
整
備
促
進
事
業

の
促
進
、
地
域
Ｉ
Ｔ
Ｓ
（
高

度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
）
の

推
進
、
新
潟
駅
付
近
連
続
立

体
交
差
事
業
の
促
進
、
新
潟

第
２
地
方
合
同
庁
舎
の
整
備

推
進
、
鳥
屋
野
潟
総
合
整
備

事
業
の
促
進
、
新
潟
駅
南
口

第
二
地
区
市
街
地
再
開
発
事

業
の
促
進
、
公
営
住
宅
建
設

事
業
の
促
進
、
公
園
等
整
備

事
業
の
促
進
、
下
水
道
事
業

の
整
備
促
進
、
大
河
津
分
水

改
修
の
推
進
、
治
水
事
業
、

新
潟
海
岸
の
侵
食
対
策
、
特

定
重
要
港
湾
新
潟
港
の
整

備
、
新
潟
港
海
岸
の
海
岸
保

全
施
設
の
整
備
、
新
潟
空
港

の
整
備
と
周
辺
環
境
対
策
事

業
の
促
進
、
新
潟
空
港
及
び

新
潟
港
に
お
け
る
Ｃ
・
Ｉ
・

Ｑ
体
制
の
整
備
、
市
民
病
院

移
転
新
築
事
業
の
促
進
、
農

業
農
村
整
備
事
業
、
中
央
卸

売
市
場
の
新
設
市
場
（
総
合

卸
売
セ
ン
タ
ー
）
整
備
の
促

進
、
新
川
漁
港
整
備
事
業
の

促
進
、
新
潟
大
学
に
お
け
る

教
員
養
成
系
と
工
学
系
分
野

の
充
実

地
域
の
皆
さ
ん
と
市
長
が

身
近
な
問
題
に
つ
い
て
話
し

合
う
「
市
政
懇
談
会
」
を
関

屋
地
区
と
入
舟
地
区
で
開
催

し
ま
す
。
地
区
で
選
ん
だ
議

題
の
ほ
か
に
、
会
場
の
皆
さ

ん
か
ら
自
由
に
発
言
し
て
も

ら
う
時
間
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
相
談
室

（
�
内
線
２
０
６
５
）
へ

※
懇
談
会
当
日
は
車
で
の
来

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

�
関
屋
地
区

日
時

７
月
12
日
午
後
１
時

半
〜
３
時
半

会
場

関
屋
地
区
公
民
館

対
象

関
屋
地
区
在
住
の
人

議
題

①
ご
み
の
不
法
投
棄

禁
止
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

②
Ｊ
Ｒ
白
山
駅
の
自
由
通

路
・
南
口
の
開
設
と
、
寄
居

浜
女
池
線
橋
り
ょ
う
新
設
に

つ
い
て

③
旧
東
関
屋
駅
の
跡
地
取
得

と
「
市
や
す
ら
ぎ
交
流
施
設
」

（
仮
称
）
の
設
立
に
つ
い
て

�
入
舟
地
区

日
時

７
月
19
日
午
後
１
時

半
〜
３
時
半

ガ
ス
が
残
っ
た
ま
ま
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
た
び
た
び
あ

り
、
収
集
車
や
処
理
施
設
の

火
災
・
爆
発
原
因
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
こ

れ
ら
の
危
険
物
は
中
身
が
確

認
で
き
る
透
明
な
袋
で
出
し

て
も
ら
い
、
安
全
な
処
理
を

確
保
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
後
、
モ
デ
ル
地
区
で
得

ら
れ
る
実
績
を
基
に
問
題
点

の
把
握
や
検
討
を
重
ね
、
条

件
が
整
え
ば
16
年
度
か
ら
全

市
で
ご
み
の
８
分
別
収
集
に

移
行
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ

清
掃
課
（
�

内
線
２
７
6
５
）
へ

い
に
な
る
ま
で
を
、
中
部
下

水
処
理
場
な
ど
の
下
水
道
施

設
の
見
学
や
実
験
観
察
な
ど

を
通
し
て
学
び
ま
す
。

日
時

８
月
１
日
午
前
９
時

〜
午
後
３
時
半

対
象

小
学
４
年
〜
６
年
生

40
人
　
※
応
募
多
数
の
場
合

抽
選

集
合
場
所

市
役
所
第
１
分

館
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

申
し
込
み

７
月
17
日
（
必

着
）
ま
で
に
往
復
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
〒
９
５
１
・
８
５

５
０
下
水
道
業
務
課
（
�
内

線
２
９
７
５
）
へ

下
水
道
事
業
着
手
50
周
年

を
記
念
し
て
、
子
ど
も
た
ち

に
下
水
道
の
仕
組
み
や
役
割

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

「
夏
休
み
こ
ど
も
下
水
道
教

室
」
を
開
催
し
ま
す
。

家
庭
か
ら
の
汚
水
が
き
れ

燃
え
る
ご
み
と
の
分
別
収
集

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
ス
プ
レ
ー
缶
や
卓

上
ガ
ス
ボ
ン
ベ
な
ど
に
つ
い

て
は
、
完
全
に
使
い
切
る
か

穴
を
開
け
た
上
で
、
燃
え
な

い
ご
み
と
し
て
出
し
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
が
、
引
火
性
の

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
で
平
成
９
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
、
ご
み
の
６

分
別
収
集
は
、
埋
立
ご
み
の
減
量
化
に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
ご
み
の
減

量
化
・
資
源
化
と
安
全
な
ご
み
収
集
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
７
月
か
ら
「
８
分
別
」

収
集
の
モ
デ
ル
事
業
を
市
内
２
地
区
で
開
始
し
ま
し
た
。
収
集
状
況
や
問
題
点
な
ど

を
把
握
し
、
全
市
実
施
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

試
験
的
に
８
分
別
収
集
を

行
う
の
は
紫
竹
地
区
の
一
部

と
平
島
地
区
で
、
約
１
８
０

０
世
帯
が
対
象
。
こ
の
２
地

区
で
は
、
現
在
の
「
燃
え
る

ご
み
」
か
ら
古
紙
、
「
燃
え

な
い
ご
み
」
か
ら
ス
プ
レ
ー

缶
な
ど
の
危
険
物
を
そ
れ
ぞ

れ
分
別
し
て
、
月
１
回
の
決

め
ら
れ
た
収
集
日
に
出
し
て

も
ら
い
ま
す
。

新
聞
紙
・
雑
誌
な
ど
の
古

紙
は
、
自
治
・
町
内
会
な
ど

で
実
施
し
て
い
る
集
団
資
源

回
収
や
、
地
区
事
務
所
な
ど

を
会
場
と
し
た
拠
点
回
収
を

通
じ
て
、
昨
年
度
約
８
７
０

０
�
が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま

し
た
。
樹
木
に
換
算
す
る
と

約
17
万
本
に
相
当
し
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
燃
え
る
ご
み

と
し
て
出
さ
れ
る
古
紙
は
重

量
比
で
約
28
％
と
、
今
な
お
、

か
な
り
の
割
合
を
占
め
て
い

ま
す
。

古
紙
は
大
切
な
資
源
で
す
。

よ
り
一
層
の
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
と
、
ご
み
焼
却
場
の
負
担

軽
減
や
焼
却
に
伴
う
二
酸
化

炭
素
の
排
出
抑
制
な
ど
を
図

る
た
め
、
集
団
資
源
回
収
や

拠
点
回
収
と
併
行
し
な
が
ら
、

同
教
室
は
、
市
の
施
設
や

事
業
を
見
学
す
る
こ
と
で
、

市
政
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
い
、
意
見
や
提
案
を
寄
せ

て
も
ら
お
う
と
行
う
も
の
で

す
。各

施
設
の
見
学
は
専
用
の

バ
ス
を
利
用
し
、
市
民
相
談

室
の
職
員
が
案
内
し
ま
す
。

利
用
日
時

９
月
〜
来
年
３

月
の
午
前
９
時
半
〜
午
後
３

時
半
の
お
お
む
ね
４
時
間
以

上
（
土
・
日
曜
、
祝
日
と
９
月

6
・
９
日
、
11
月
25
日
を
除
く
）

対
象

自
治
・
町
内
会
、
サ

ー
ク
ル
な
ど
20
人
以
上
45
人

ま
で
の
団
体
（
小
学
生
以
上
）

申
し
込
み

７
月
18
日
（
必

着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

に
団
体
名
、
代
表
者
の
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、
利

用
日
（
第
１
〜
５
希
望
ま
で
）

を
記
入
し
、
〒
９
５
１
・
８

５
５
０
市
民
相
談
室
（
�
内

線
２
０
６
４
）
へ

※
応
募
多
数
の
場
合
、
７
月

24
日
午
前
９
時
半
か
ら
市
役

所
第
１
分
館
１
０
１
会
議
室

で
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

月
曜
日
は
休
館
の
施
設
が
多

い
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
ご

承
知
お
き
く
だ
さ
い

９
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で

の
「
動
く
市
政
教
室
」
の
団

体
利
用
の
申
し
込
み
を
、
往

復
は
が
き
で
受
け
付
け
ま
す
。

見 学 施 設 の 例
（３～４カ所を選択）

エコープラザ、新田清掃センター、
亀田焼却場、埋立処分地、青山浄水
場、中部下水処理場、食肉センター、
中央卸売市場、衛生試験所、天寿園、
燕喜館、園芸センター、佐潟水鳥・
湿地センター、東・西総合スポーツ
センター、東・西消防署、ほか

モデル収集の対象となる古紙と危険物

会
場

北
部
総
合
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象

入
舟
地
区
在
住
の
人

※
育
児
中
の
人
た
ち
に
も
よ

り
多
く
市
政
懇
談
会
に
出
席

し
て
も
ら
お
う
と
、
会
場
に

保
育
室
を
設
け
ま
す
。
対
象

は
６
カ
月
以
上
の
未
就
学

児
。
保
育
希
望
者
は
７
月
12

日
ま
で
に
、
市
民
相
談
室
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

市総合教育センター 親子標本製作講習会
日時 ７月25日午前９時～正午
内容 植物または昆虫の標本製作
対象 小・中学生の初心者先着80人
※小学生は保護者同伴、中学生は２人以上
で参加
申し込み 同センター（�222-7400）へ

墓域面積
３㎡
６㎡

1 235,500円 1,650円
3,300円524,000円13

募集数 永代使用料 管理料（年間）


